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論文内容の要旨
本博士論文では ， Mn を含む強磁性合金やインターカレーション物質の電子状態を詳しく調べるために，軟X線吸
収分光においての磁気円二色性の観測や共鳴光電子分光を行い電子状態に基づく議論を展開しているo
TiS2 はその層間の混成が弱い事を反映して擬 2 次的な電子状態が実現されている系であるが TiS 2 の層聞に選移
金属原子をインターカレートした系 (MxTiS2) は金属的になるだけではなく，磁気的構造，輸送現象，熱的現象に
おいて母体とはかなり異なった性質を示し，さらにはインターカレートする選移金属原子の種類によってもこれらの
性質が異なってくる。このような物性の変化を電子状態の違いすなわち母体とインターカレートされた原子との混
成の違い，電子間相互作用の度合いの違い等を調べるために我々は反射分光光電子分光逆光電子分光を含めて
様々な角度から高エネルギ一分光を行った。本論文では，主に遷移金属 2p 内殻励起吸収スペクトル及び共鳴光電子
分光スペクトルを通じて電子状態の議論をしている。
母体のTiS2 の Ti2 p XA S スペクトルは形式的に Ti 4 +の物質に特有なスペクトル形状を示した。一方， MxTiS2 
についての， Ti 2 p XA S スペクトルは母体のものとはかなり異なったスペクトル形状を示した。このスペクトル形
状は比較的形式的に V 4+の物質に特有な吸収スペクトル形状を示しているのが特徴である。このことから，インター
カレーション物質では Ti の 3 d 軌道に選移金属 (M) から電荷移動が起こっている事が示唆される。
Ti 2 p X A S , X P S スペクトルにはメインピークに付随して明確なサテライト構造が現れている。このようなサ
テライトは Ti0 2 などの Ti 酸化物でも観測されており，その起源が議論の的になっていた。最近では，岡田等によっ
て配置間相互作用 (ConfigurationInteraction (C 1 ))を取り入れた理論計算がなされておりサテライトを含めた
スペクトル形状をよく再現している o TiS2 , MxTiS2 でもこのようなサテライトが明確に観測されている事からやは
り上記のような C 1 描像がよく成り立っていると考えられるo 価電子帯についてもこのような C 1 描像によるサテラ
イト構造が現れる事が，岡田らによって示唆されており 我々はこれらの事を確かめる意味でも 価電子帯における
共鳴光電子分光を行った。
このような吸収領域で共鳴光電子分光を価電子帯内殻両方に付いて行っているo 特に価電子帯の共鳴光電子スペ
クトルではたいへん興味深い結果が得られている。例えば， MxTiS2 についての共鳴スペクトルでは，フェルミレベ
ル直下の鋭い構造について Ti2 P• 3 d (e g) におけるスペクトル強度が Ti2 p• 3 d (t H) におけるものより
も強度の増大が顕著であることが観測された。本博士論文ではこのように対称性を分離して電子状態の議論を可能に
ハU
している。
論文審査の結果の要旨
本研究は， Mn を含むいろいろな強磁性合金や遷移金属をインターカレートした層状物質である TiS2 について電
子状態を詳しく調べるために，軟X線吸収の磁気円偏光二色性や共鳴電子分光を行ったものである。
文部省高エネルギ一物理学研究所放射光実験施設(フォトンファクトリー)の円偏光軟X線アンジュレーターを利
用して内殻吸収の磁気円偏光 2 色性研究が可能となった。本研究では超高真空下で光電子の全収量を測定する事で内
殻吸収を評価し強力永久磁石で磁化した試料についてその磁気円偏光 2 色性が測定された。そのスペクトル形状解析
により磁性電子状態についての新たな詳しい情報が得られた。
また同施設の世界のトップレベルの分解能を持つ分光器を用いて内殻吸収や内殻共鳴光電子分光が行われた。対象
とした層状半導体 TiS2 はその層間に各種遷移金属原子をインターカレートすることによって磁気的構造，輸送現象，
熱的現象において母体とはかなり異なった性質を示す事が知られている。上記の測定より混成や電子間相互作用など
電子状態についての新しい知見が得られた。また大学研究室においてはX線光電子分光や逆光電子分光測定を行った。
これらすべての実験結果を理論研究と比較検討しこれらの物質の電子状態に付いての総合的知見を得るのに成功した。
これらの結果は国際会議でも発表され，また referee 付きの専門誌にも複数の論文として発表されておりそれらの
集大成である本研究は博士(理学)を授与するにふさわしい論文と認められる。
